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中国地方の花南岩をめぐる最近の話題

中国地方には広島を中心として花筒岩類が広く分布

している.花筒岩は別名兵庫県の御影で代表させて

｢御1影石｣とも呼ばれるが｢広島石｣あるいは｢中国

石｣と呼ばれて不思議でないほどにこれらの地域に多

い(図1).この花筒岩類を社会経済的に著名にしたの

は山砂鉄と石材である.中国地方の豊かな風化土壌

から流し出された砂鉄は古代の古墳文化を造り明治

中期に洋式高炉が導入されるまでの日本の鉄器文明を支

えたのである.また石材は今なお瀬戸内地方を中心に

盛んに稼行されている.
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中国地方の花陶岩類の岩石学的研究は恐らく対象カミ

余りに大きく掴みどころがないために進んでいたとは

言え淡いが近年研究者が増加し興味深い事実が判明し

従来と異なる考え方が提案されている.ここでは筆者

らの研究結果を中心に西南目本内帯花崩岩類の広域的

な性格を概観し最近の話題を紹介してみたい.

花筒岩類の時代論

中国地方の花開岩類は一般に小豆島一山口県柳井付近

を通る線で南側の領家花商岩類と北側の中国帯の花闇

地岩類とに2分されている.いず
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図1花筒岩類の分布と関係Mo･W･Sn鉱床円は鉱脈型四角はスカルン型星形は鉱染型鉱床

(肩原･佐々木1973)黒田はMo白円はW白円に十字は生野明延鉱床網目は花筒

岩類太い実線･破線は主に鉱床の情報は基づく南から領家帯山陽帯山陰帯の区分を示す､
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K-Ar鉱物年代の分布.

柴目ヨ･神谷(1974)柴田
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図2

主に黒雲母少量の白雲母.野沢(1970)の総括に服部ら(1974)

･石源(1974ab)などを追加.

れも白亜紀一第三紀の活動による

ものであるが領家花商岩類が古

く(少くとも和泉砂岩層堆積以前)

後者がやや若いと考えられていた.

ところが近年の同位体年代測定に

よると有意の差はむしろ山陽帯

と山陰帯とで明瞭であって山陽

帯と領家帯との間に存在しない.

岩石学的に山陰帯は山陽帯と異な

る点あるいは鉱床から得られた

情報などを考慮し領家帯･山陽

帯･山陰帯に大きく3分すること

カミ最も妥当であると筆者は考えて

いる.

領家帯の花闇岩類(露出面積比で

領家帯の多くを占めるもの.中部地

方から近畿地方東部にかけての中央構

造線よりの岩石(たとえば山田1971

の先渡飛の領家花陶岩類)や正片麻岩

(小島1966)などを除く)は平均

して花庸閃緑岩質で3帝のうち

もっとも塩基性であり斑紡岩な

ど塩基性岩石の占める割合も高い.

片状構造が認められる岩石があり

領家変成岩類と何らかの関係を有

することを暗示する.山陽帯･

山陰帯の岩石は共に塊状で領家

帯より酸性である.これには山

陽帯の広島花商岩山陰帯の鳥取�
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花嵩岩などのアダメロ岩質岩石の存在が大きく寄与して

いる.3帝とも同源と思われる火山岩類を伴うが領

家帯ではその露出が非常に限られその原因は礫種(寺

岡!970)や構造運動論から推定されているように領

家帯が他の2帯よりも形成後急速に隆起したためであろ

う.

鉱床は高縄半島の小規模ペグマタイトを除き領家帯

には皆無に等しく山陽帯は大きなペグマタイトタン

グステンリシウム螢石などの鉱床で特徴づけられる.

山陽帯の花庸岩類は微量成分としてのLiF狂とに富

み鉱床の種類との関連性がみられる.山陰帯はモリ

ブデン鉱床が特徴的である(図1).べ一スメタノレに関

しては銅鉱床が山陽帯のタングステン鉱床のやや北側

に位置し鉛亜鉛鉱床は山陰帯よりに多く分布する傾向

がある.

K-Ar鉱物年令を図23に示す.中国1地方領家帯

の測定数は少狂いがこれからわかるように有意の差は

山陰帯と山陽帯との聞にあって山陽帯と領家帯との間

には認められ狂い.K-Ar年代資料が西南目本内帯火

成活動の東方移動説(加藤1932;野沢1970;濡木

1971)に代り北方移動説(石原1973a;村上1974)

が提案された根拠の1つであるカミK-Ar年代はマグマ

固結時の年令を示さないとする意見カミあってこの点の

検討が必要である.

一般に同一岩石中の黒雲母と白雲母とでは白雲母カミ

同一鉱物についてK-Ar法とRb-Sr法とではRb-Sr

年令カミそれぞれ若干古い年令を示すと言われているカミ

最近の研究ではむしろ誤差の範囲で一致する年令を示す

ものが多い.一方K-Ar鉱物Rb-Sr鉱物Rb-Sr

全若年代の3者が良い一致を示す例も最近報告された
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図3西南同本内帯のK-Ar年代のヒストグラム.

出所は図2と同じ

(服部ら1979).K-Ar鉱物年令はマグマが20ぴC

に達した時のRb-Sr全若年令はマグマ固結時(アダメ

ロ岩質で650.C+)の年令を示すと一般に考えられてい

る.同一産地同一ラボによる上記2年令が測定され

た結果は筆者らの未公表資料を含めて領家帯2ヵ所

山陽帯3ヵ所にすぎ狂い.これらに関する隈りRb-Sr

全若年代が若干古いがそれはK-Ar鉱物年令の10%を

超えずここで扱った大局的な時代論には無視できる範

囲である.したがってK-A工鉱物年令による山陰帯･

山陽帯の区分は有意義と考えられる.

以上の資料をもとに中国地方の花開岩活動史を概括す

ると領家帯と山陽帯の花商岩類は恐らくもっとも初期

のものでRb-Sr全若年代から推察する限りg5-75m.y｡

頃活動固結した.領家帯の花開岩類は相宗砂岩層(65

写真1道後山(1,269m)の全量.写真右側で山砂鉄が採掘された.写真2

中国山地は道後山で代表される上位中位瀬戸内面と呼ばれ

る下位の3平担面に分けることができる(赤木ユ959).一般

に山砂鉄の多くは中位平担面が背斜面にかかる所で採掘された.

ここは花闇岩類の風化が著しくかっ水洗比重選鉱にも適してい

る.

一乱びれ

島根県阿毘縁付近の新岡跡.写真のすぐ左では蝸和22年頃ま

で鉄六流しカ主おこなわれた.山砂鉄採掘は採掘終了後新国を

生み農地の造成に役立った.写真中央部の小塚は未風化花

闇岩と思われるがこのように一兄不自然な地形は背稜山地山

麓に数多くみうけられ山砂鉄採掘が盛んであったことを示し

ている.�
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図43帯別のFe203,FeO,K20の変化黒田:山陰帯白円:

山陽帯十字:領家帯石原(1971)に加筆

一75m7｡)に覆われるから固結後急速に隆起したので

あろう.ついで火成活動の場は北方へ移動し65-45

m･y･頃山陰帯花開岩類の活動と固結をもたらした.最

後は山陰帯北縁のグリンタフ火成活動以後で大山･三

瓶山で代表されるように現在まで続いている.

各地帯内の諾岩体は詳細には更に何回かの貫入固結に

よって生じた.たとえば山陽帯の茨木一大谷岩株では

95m･y･に80m･y･の花開岩類が(石坂1971;柴田･石

原1974b)また益田西方では85-95m･y･の山陽帯

中に古第三紀の田万川カルデラ(村上1960)に伴う花

嵩岩類が貫入した.山陰帯では一般にバソリス状岩体

の周辺により若い岩石が産出する.山陽帯一山陰帯の

境界は連続露出が得られる広島県大朝付近ではK-Ar年

令上シャｰプと考えられるカミｰ殻には諸種の年令の岩

石が錯綜してあらわれたがら大局的には北方へ若くな

るものと考えられる.

花筒岩類の鉄一チタン酸化鉱物

領家帯･山陽帯･山陰帯の花開岩類はFe+2/Fe+3比に

おいて著しい変化を示す.図4に花闇閃緑岩(D.I.

=60-80)とアダメロ岩(D.I.>80)の値を示すカミ

図から明らか放ように山陰帯でFe+3に富み山陽･領

家帯でFe+2に富む.Fe.O｡をFeOに換算して鉄総

量で比較した場合には両地帯で有意の差が表われない.

これらの岩石ではFeは角閃石･黒雲母･磁鉄鉱(FeO･

Fe.O｡)チタン鉄鉱(FeTiO｡)赤鉄鉱(Fe.O｡)に含ま

れる.ところでTiO｡について図4と同じ扱いをし

ても有意の差は認められない.したがってFe+3に営

む岩石は磁鉄鉱か赤鉄鉱に富んでいるはずでありその

影響は角閃石や黒雲母のTiMg/Fe比に表われている

はずである.

分析技術上鉄の2価･3価の分析は必ずしも高精度

とは言えずそれが上記の比較的明瞭な地帯別性質差が

最近まで看破されなかった一因と考えられるカミこの問

題を処置する簡単な方法帯磁率の測定がある.花南

岩類の磁気的性質は一般には磁鉄鉱に支配されていると

考えてよいから帯磁率の強さは磁鉄鉱の量を示してい

るであろう.帯磁率の測定によると強磁性の花庸岩類

は山陰地方に多く分布し大局的には南方へ領家帯へ向

けて漸減する(金谷･石原1973).

酸化鉱物の性質は反射顕微鏡やEPMAなどによって

観察すると山陰帯の岩石では磁鉄鉱が多く少量のチタ

写真3

羽内谷鉱床の切羽風

景(1974年6月早).

阿毘縁のすぐ西方

国引きの船通山(1,

143m)の北麓にあっ

て主として放水に

より風化土壌を崩壊

させそのまま磁選

機にかける.水洗

比重選鉱は昨年3月

で申上された.か

“1〕ての鉄六流Lは多

鐙ダ)土砂の流出を伴

い上流に岬名鉄堀

揚か多い斐併川や高

梁川では下流段)農民

かち誘状が出て鉄山

鰍と農民との間に操

短がとり決められた

ことがある.公害

の近世版である.

他方河口付近には流

串土砂により多くの

水固が開けた.�
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繍山砂鉄鉱床わが国の鉄の生産は弥生後期の

◎砂チタン鉱床1～3世紀頃に始まると言われ

.鈴㌣ざ㍗箏淳芦

｡､クエ帯､･一価､この頃鉄.鍬を出した所として美

1㌦㍑婚z簑ぷ鴛;1婁二竺草簑

ξ･董身ψ粒総代(70ト1200)には出雲･播磨･

｡而嚇｡

/帖も牝近江･常陸が加っている.この

カ珂却

1"･.ように中国地方はわが国の製鉄産

串･｣｣し一業の初期から重要な役割りを果し

農機具用の原材料や日本刀の素材

図5山砂鉄鉱床と砂チタン鉱床の分布一太破線は帯磁率測定(金谷･石原1973)に基づく分帯線.

兵庫県西部で夜久野上郡支脈と平行に南東にのびる点に注意.この部分は明らかに磁鉄鉱系花として良質の和鋼を供給し明治

簡岩類であるが同位体年代は山陽帯の値を示す.

の官営広島製鉄で近代的技術改良

ン鉄鉱一磁鉄鉱連晶赤鉄鉱一チタン鉄鉱連晶(写真7)を試みたのち主役をおりるのである.そして大正10

を伴う(津末･石原1974).山陰帯の酸性最末期固結年でたたら製鉄はほぼ全面的に中止された.これらに

岩相には初成の赤鉄鉱があらわれたり磁鉄鉱が赤鉄鉱ついては広島大学の｢たたら研究会｣を中心に多くの文

化することがある.山陽帯ではチタン鉄鉱を主とする献がありまたNHK市民大学講座でも放映されている

かとくにその北縁部では磁鉄鉱も共存する.領家帯のでここでは詳述しない.

はチタン鉄鉱から狂る.以上から中国地方の花庸岩ところで山砂鉄は現地残留鉱床の一種であるから山

類はF･一Tiの造岩鉱物への分配において著しく変化砂鉄鉱床の分布は既述の酸化鉱物の種類を反映している

することが明らかであり巨視的には北側の花商岩類ほに違いない.図5には江戸末期から昭和にかけての分

とより酸化状態で固結したことを示している.布を示すカミ帯磁率や鏡下観察で得られた結果ときわめ

てよい一致を示す.山砂鉄は山陰帯に限られチタン

山砂鉄とたたら製鉄鉱床は領家帯に限られる.山陽帯に山砂鉄鉱床がなか

中国山地には多くの｢たたら｣跡があって明治時代ったわけではない.図6にたたら遺跡の分布を示すが

中期まで日本の製鉄産業の中心であった.これは若干近世以前に砂鉄を長距離運搬してたたら製鉄がおこなわ

の鉄酸化物の濃集を伴った風化花開岩から素朴な反覆れていないから図から明らかなように山砂鉄はかなり

かんな

水洗比重選鉱(鉄六流し)により磁鉄鉱(十赤鉄鉱)を瀬戸内海よりでも採掘されたものと考えることカミできる.

集め箱型簡易溶鉱炉(たたら炉)による低温還元木炭山砂鉄産地主力の背稜山地への移動は江戸時代中期頃

製鉄法により鉄を採取したものである.完了したらしい.その原因は労働力･燃料･農業との

b･
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図7

鳥取県のたたら集落.赤木(1959)による､

白円:江戸時代黒田1江戸～明治前期×明治前期

O･m20304肚田

図6たたら遺跡のある町村.赤木(1959)による.山口県のもの

は地名と地形的判断のみ地質と併せて信頼性に乏しい.�
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写真4放水流凶による土砂から濃集した砂鉄(下方の黒い部分).土

砂はパイプで磁選室に運ばれる.

競合その他多面的に解析されているが(赤木1959)

岩石学的な立場からの原因はかなり明瞭でありこの地

域の山砂鉄にはチタン鉄鉱カミ多くチタン鉄鉱はたたら

炉のような低温還元炉では溶解しにくくしたがって製

品の歩止りと品質を低下させたものと推察されより良

い所を求めて採掘場は移動したのであろう.造岩鉱物

の種類カミ山砂鉄鉱業を通じて経験的に推定されていた例

は他にもあってたとえぱ鳥取県東部では山陰帯であっ

ても磁鉄鉱が少なく螢石を伴うなど山陽帯的性格を有す

る花開岩類が分布するのであるがその地域ではたたら

集落の分布が少なくかつ時代と共に消滅した(図7).

おこめ

山砂鉄精鉱は指ですり合せて赤くなるものが赤目黒

まさ

色のままのものが真砂と呼ばれている.赤目が一般に

Tiカミ多く真砂は少衣く良質と言われた.しかし文献

からFe-Ti比を求めると必ずしも完全にはそのようでな

い.たとえば図8で真砂とラベノレされたものもTiO.

10-20%内範囲におちるものもある.一方赤目と真

砂とは山陽帯と山陰帯との比較において山陽帯の赤色

をおびた精鉱(斑編岩系原岩の)に対して赤目と呼んだ

形跡もある.この場合には岩石学的性質と一致するか

ら精鉱上もTi量で明瞭な差が生じたであろう.

写真6羽内谷精鉱の反射顕微鏡写真.磁鉄鉱粒中に輸隔舞開板とに

沿って著しい赤鉄鉱化が認められる(左右O.6皿m)津末･石

原(1974)原図

写真5磁選室(遠方)と運び出される砂.濁水は沈殿池に送られる.

赤目砂鉄は一般に斑紡岩系真砂砂鉄は花開閃緑岩あ

るいはアダメロ岩の風化生成物に由来するが斑板岩は

一般に捕獲岩状であるから精鉱には貫入する花開閃緑

岩やアダメロ岩からの鉄酸化鉱物も若干は混入している

であろう.ところで鉄酸化鉱物量は原岩石の苦鉄質度

と比例的であるから斑編岩が鉱床にとって最も好まし

い原岩であるが既述のようにチタン鉄鉱の溶解温度と

斑紡岩の露出頻度との関係から明治時代以前は花陶閃

緑岩･アダメロ岩の方が広く採掘された.

山砂鉄精鉱は多少とも赤鉄鉱化している(写真7).

その一部は“初成的"であるかも知れないが多くは風

化過程のものと考えられる.川砂砂鉄では赤鉄鉱化が

著しく進んでいる.赤鉄鉱化の程度がさまざまである

ことは図8でも明白である.もっとも最近まで大規

模に稼行された鉱床は赤目系では雑家鉱床真砂系では

羽内谷鉱床(現在でも稼行され和鋼の精神を引継いで

いる)であるがこの図で雑家は赤目系のうちもっとも

Tiが少なく赤鉄鉱化も進み羽内谷も真砂系のうちもっ

とも好ましい品質を備えておりそれぞれ理由があった

ことがうかカミえる.たたら製鉄は3目3晩砂鉄と木

炭とを交互に炉に入れるが木炭製鉄であるために温度

写真7赤目系原岩(麹瀬岩)申にみられる楯石に交代された赤鉄鉱(白

色)一チタン鉄鉱連晶(左右O.5mm反射光)津末･石原

(1974)原図�
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こもり

をうることカミ重要な条件であり最初に溶け易い籠小鉄

を入れ火勢を強める.これは細粒で赤鉄鉱化カミ造んだ

砂鉄と思われ赤鉄鉱化の程度は一つの重要柱要素であ

ったものと思われる.

山砂鉄一たたら製鉄業は(1)に原岩(2)風化と地形(3)

水(4)木山(木炭)(5)元窯の土(たたら炉は一回毎に

炉をこわす不便さがあった)(6)飯米･労働力(7)経営

者(鉄山師)(8)鉄山役人の善悪(9)製品運搬(船行場)

狂と多くの要因で成立しており(2)(3)(5)にも地質学

力欄係するのであるが余りに主題を離れるので後目に

ゆずりたい.

ところで中国地方を旅行された人は小豆島の北岸から

西方へ広島(香川県)北木島(岡山県)など石切場が多

いことに気付かれるであろう.岡山市北西方の｢万成

石｣から国会議事堂の石材を供給した広島湾(倉橋島)

など石材産出地は瀬戸内海沿岸部に多い.ところが

山陰地方には花開岩の石切場は非常に少なくややまと

まった産地は丹後の由良地方のみである.桃色カリ長

石のために美しい｢万成石｣や磨いて味い深い色調を出

す屋島西麓の｢庵治石｣などを除き一般の目的のため

には捕獲岩が少なく｢キズモノ｣カミ出にくくかつ片

理構造カミなく3方向に加工し易いことカミ必要である.

これらの性質は山陽地方と山陰地方で差がなく私は山

陰帯の岩石は磁鉄鉱･赤鉄鉱が多いために錆が出る欠点

を有しそのことが経験的に知られていたのではなでか

と考えている.瀬戸内海島喚部にとくに多いのは輸送

採掘条件たどのためであろう.

プレｰト説と花寓岩類

プレｰトテクトニックスは近年の画期的な提案であり

小説｢日本沈没｣を生みその内容についてはいまさら

説明を要し次いであろう.地質学的デｰタに基づく貢

献として1960年頃に発表された新生代玄武岩発生のモ

デノレ(久野1959)とペア変成帯の概念(都城1959

1961)はプレｰトテクトニックスの考えに非常に近いも

のであった.当時アメリカと1/｡程度にでも大洋底の研

究がわが国で進んでいたならばこの仮説は日本の研究

者から提案されたのではなでかと私は思っている.

このような背景からこの仮説を支持する証拠が豊富な

東日本弧についての考察(松田ら1967)とそれを沈み

込み帯の化石であるペア変成帯に結びつけ発展させる試

みカ主1960年代に熱心に試みられた(竹内･上困1965;

松田･上田1971).欠きた骨組みの議論と同時に付随

する個々の現象についての検討も必要であるがまだ充

分にはおこなわれていない.地質時代のプレｰトb活

動の解析を試みる場合に火成活動が一つの有力な手懸り

内海

FeT1O｡

(チタン鉄鉱)

⑤菰木

包⑱名張⑧

Fe.Ti0｡

ウルボスピネル

TiO｡

Fe.Ti0｡

漲　

｡｡3｡｡雑家

｡〆｡羽内谷1･

｡鶏｡｡｡･炉

FeOFeヨO壬(磁鉄鉱)Fe.Oヨ

図8山砂鉄砂チタン精鉱の鉄一チタンモル比.原分析値は長谷

川(1936)ほか多数による.分析者はおもに八幡製鉄所

であるがこの章ではその側面からの後期中生代プレｰ

ト説の正当性について考察してみたい.

東日本弧との比較:東日本弧の新生代後期火山岩類の

最大の特色は噴出量カミ火山前線よりに多いことであり

玄武岩について大陸側へK20が増加することである.

他の島弧ではRbもK.Oと同様の傾向を示すことも明

らかにされている(∫AcKs･W亘ITE,!971).全体的な

岩質は火山前線よりて火山岩類では酸性であり中新世

花闇岩では塩基性のようである.

西南日本内帯の花開岩類についてはまず量の判定は

つか狂い.全体的な岩質は領家帯で火山岩類がほとん

ど残存しないために火山岩については不明であるカミ花

開岩類は領家帯で他の2帝より塩基性で東日本弧と一致

する.

K.Oの南北変化については主構成岩石である花開閃緑

岩とアダメロ岩について既に図4に示した如く3帝で明

瞭た差が認められない.強いて言えば山陰帯でK.Oに

乏しくNa･Oに富み山陽帯と領家帯との間では識別

困難である.少くとも大陸側に増加する傾向は示さな

い.Rbを相関するK.Oとの比によって考察すると

(図9)まず山陽帯でRbがもっとも多いことが明瞭

である.領家帯と山陰帯とではいくらか領家帯カミRb

に乏しい.ここでも若い典型的な島弧に知られている

経験則に適合しない.

岩系の判定は一般に未分化の岩石(火山岩における玄

武岩)カミ望ましいからSiO･52%以下の岩石について

K.Oの存在量の変化を求めると(図10)領家帯でもっ

ともK.Oに乏しく大陸側に増加しているようにみえ

る.ここでは東日本弧の傾向と一致する.斑板岩の�
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花闇閃緑岩アダメロ岩
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図9花開岩類のK/R1〕比Rbは螢光X線分析Kは原子吸光法

炎光分析法による.
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カリ長石が大陸側に増加することは北上山地で指摘され

当時の沈み込み帯は大陸側に傾斜していたものと考えら

れた(片田1974).一方金属鉱床についてはたとえ

ば銅鉛亜鉛について東日本弧ではその90%が火山前

線から50友m以内に分布し(石原1974)西南目本内

帯でその部分に当る領家帯は不毛である.

南北変化の基本的要素と問題点:西南目本内帯の花

開岩類の化学的変化はこれまでに判明している限りにお

いてFe+3/Fe+2,F(C1),Liおよび伴われる金属鉱床

において著しい.Fe+3/Fe+2比は酸素分圧の程度に規

制され酸素分圧は水の解離に原因ししたがって巨視

的にはマグマに含まれる水の量と比例的であると考えら

れる.金属鉱床も一般には揮発性成分の量と組成に著

しく左右されるであろう.すなわち上記の性質は基本

的には“移動成分"によってもたらされたものと言える.

この様な性質を生ずる原因は一般には固結の場の要因

で説明されている.チタン鉄鉱系花開岩類は固結の場

で周囲の堆積岩･変成岩類中のCに規制された結果かも

知れない.水の解離定数は圧力に規制され浅成の環

境では酸素分圧が高まるのであろう.領家帯に鉱床が

存在したい理由はこれまでそれカミ深所固結相に当るた

めとみ荏され(渡辺1957)同様に固結の場の深さで現

象を説硯する考えは最近でもみられる(島崎1973).

しかし若干の問題が狂いわけではなく(石原1973)

私は3帯のうち山陰帯がもっとも浅成であろうことには

賛成であり(石原1971a)そのことが山陰帯で酸素分

圧が高まった一因と考えるが花庸岩マグマの発生の場

の違いマグマ上昇過程の揮発性成分の挙動などを含め

たより基本的な違いが3帝に存在したものと考えている.

1.岳
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図10斑瀬岩のK20の変化

マグマの起源を論ずる場合に同位体研究が有効である

カミ充分な測定がなされていない.Sr初生比は山陰帯

で(服部ら1974)他の2帝より低そうであるが測定

数が少なく今後の研究に期待する所が大きい.マグマ

の上昇過程における成分の挙動の問題は花開岩質マグマ

にH昆O,F,C1,CO｡,P,Liなどを加えた高圧下の

実験カミ必要であり今後の大きな課題である.

一方西南目本内帯で花商岩類と関連時期の斑籾岩は数

パｰセントと非常に少ないが同一分析者による手持の

分析値から作図すると既述のように大陸側にK.Oが増

加しこの方が花開岩類の性質よりも基本的柾問題を表

わしているのかも知れない.もしそうであればペア変

成帯論から推定されたように後期中生代の沈み込み帯

は大陸側に傾斜していたと推定してもよいであろう.

少量の塩基性マグマから非常に多量の酸性マグマを分

化作用で説明することは困難であって一般に斑編岩質

マグマと花庸岩質マグマとの少くとも2つ以上の異恋る

起源物質を想定することカミ花南岩地帯では必要である.

斑紡岩と花開岩類の密接な関係や一般に斑板岩カミ花開岩

類より早期であることを考えると斑紡岩質マグマは沈

み込むプレｰトのために深所で先ず発生しその発生と

上昇に関連して花開岩質マグマが生じた可能性が考えら

れる.花開岩類の性質が揮発性物質で規制されている

ことから更に推測すれば花闇岩質マグマは沈み込むプ

レｰトの脱水によって生じた“水"の上昇によってかな

り上部エコロシャイト層(牛来ら1972)かさらに上

部の地殻に関係して発生したと考えることも可能である.

私達の所でこれまでに明らかにしたことは結論的に言

って主に揮発性成分に基づく花開岩類の南北非対称変

化である.その説明は花商岩質マグマの上昇機構をど

のように考えるかにもよるが大陸側に傾斜する地殻深

部断裂帯を想定すること(市川ら1972;石原1973a)�
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写真8鳥土木炭銑工場(1974年6月早)島根県横岡町大呂

にある.近年の山砂鉄製鉄の中心であった.現在では山砂

鉄精鉱100t/年(十円低品位鉱200-300t)川砂鉄200t/年

(斐伊川)海岸砂鉄2,000t/年の生産を約20名でおこ泣い

安来の目立金属(株)に送り特殊鋼の原料としている.写

真煙突の右側には靖国たたらがあった.これは昭和8年に軍

用目本刀作成のため復元されたもので20年まで用いられた.

現在では建屋と記念碑があるにすぎない.

で容易である.このような断裂帯は変成帯と密接に結

びついていたと思われるが東アジアにおける全体的な

スキｰムとからんでむずかしい問題である.

後期中生代プレｰト説の難点として東アジア全体の広

域的な酸畦火成活動の説明とペア変成帯のアｰクｰトレ

ンチギャップの問題カミ指摘されていた.最近前者は海

嶺のもぐり込みで(上田･都城1973)後者中央構造

線の400たmに及ぶ左横ずれ走向断層(都城1972)で

説明されたがこれらには異論も多い.そして最近で

はペア変成帯そのものが否定されている(諏訪1973;

原･秀1974).このようた立場からは高温型の領家帯

は偶然的な花開岩類の送入にその原因を求められるの

であろうがその場合に領家帯に分布する花開岩類は

非変成帯や三郡変成帯に分布する白亜紀花開岩類と異

った個有の性質を有することそして何よりも説得力の

ある全体的たモデノレカミ提案されなければ荏らない.

終わりに山砂鉄に関する文献を教えて下さった広島大

学潮見浩氏東城高校難波宗晴氏にお礼申し上げます.

また共同研究茸の津末昭生柴田賢金谷弘寺島滋

服部仁各氏の未発表資料も念頭にこの小文をまとめたこ

とを謝意を含めておことわりしておきます.

(筆者は鉱床部)
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